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マレー凧 Wau〈ワウ〉のように、
色鮮やかで誇り高いマレーシア
の伝統芸能、ごはん、映画に 
焦点をあて、専門家がディープ 
に紹 介するフリーペーパー
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コウケンテツさんが
マレーシアの食文化を語る

Special Interview

ココナッツミルクとしょうゆ
Cross-Cultural Comparison: coconut milk VS soy sauce

マレーシアにおけるインド系音楽の発展
「シタールを通して、より色彩豊かな音楽を」

サミュエル J. ダス

Music of Malaysia

マレーシアより、映画コラム《銀幕の精神》
New Column by A Samad Hassan

伝統コマ、ガシン
WAU Gallery

日本・インドネシア・マレーシア 共同制作『BEAUTIFUL WATER』

三越カルチャーサロンにてHati Malaysiaがレクチャー

WAU's Topics



　キラリふじみの芸術監督、多田淳之介氏を中心に、3 カ国から集まっ
た 3 人の演出家が、Oversaturation（過飽和）／ Happiness（幸福）
／ Safety（安全性）／ Anxiety（不安）／ Spirituality（精神性）／
World（世界）／ Acrobat（曲芸）という7 つのキーワードを元に、我々
が生きるアジアの「いま」を描きます。マレーシアからは、2016 年に演出
作品『NADIRAH』が上演されるなど日本との関係も深いジョー・クカサ
ス氏が構成・演出に参加。日本でもファンが多い女優シャリファ・アマニの
ほか、イディル・プトラ、トゥン・ジットヤン、ティエン・シウキムなどマレーシア
の舞台芸術界を牽引する若手アーティストが出演します。

,
s   Topics

マレーシアに関する情報を伝えるコーナー。
話題になった出来事などを WAU 編集部がカルチャーな視点でピックアップ！

　国際的に創作活動を展開しているマレーシア生まれの現代アーティスト、
シュシ・スライマン。祖国マレーシアの文化、記憶、アイデンティティを作品
のテーマとし、ドローイングやインスタレーションなど、多彩な表現方法で
作品を制作。去る7 月には渋谷ヒカリエで「ドローイング展」を開催する
など、日本でも活動の場を広げています。また、2013 年より広島県尾道
でのアートプロジェクト「AIR Onomichi」にも参加。この活動は、地方の
見放された場所や廃墟に注目し、アーティストの創造的な視点と創作活動
によって、その場の価値を変容させることを目的にしたもので、シュシ・ス
ライマンはマレー式の伝統意匠である木彫りのバルコニーを現地の廃屋に
移設。このプロジェクトは、これから数年にわたって続けられるそうです。

　マレーシア・ニューウェーブを代表する映画監督、作家、そしてプロデュー

サーであるタン・チュイムイ氏。WAU の No.８でのインタビューでは、「今後

はマレーシアの映画人を応援していきたい。優れたプロデューサーや脚本

家を育成し、より多くのフィルムメーカーを奨励するべく、それに特化したワー

クショップも開催したい」と語ってくれた彼女。その言葉の通りに、2017 年、

東南アジア各国の短編映画を上映する『SeaShorts Film Festival』（東南

アジア・ショートフィルム・フェスティバル）をクアラルンプールで立ち上げ、第

２回めとなる今年は、ペナン島のアートイベント「ジョージタウン・フェスティ

バル」と連携して開催。8 月 1 ～ 5 日までの 5 日間、マレーシアをはじめ

インドネシアなど、東南アジアからの作品を上映し、多くの観客でにぎわい

ました。有言実行の彼女の活動に、今後も注目していきます！
タン・チュイムイ / プロデューサー・監督・作家
2015 年、マレーシアの若手映画人の育成を目的としたネクスト・ウェーブを設立し、2016 年には 
アジア最大級の短編映画祭「Short Shorts Film Festivali & Asia」のパネラーとして来日。

構成・演出：多田淳之介、Bambang Prihadi（インドネシア）、Jo Kukathas（マレーシア）
日時：2018 年 10 月 5 日（金）19：00 ／ 6 日（土）13：00/18：30 ／ 7 日（日）14：00
会場：富士見市民文化会館 キラリふじみ ・マルチホール
料金：一般　3,000 円、高校生以下　1,000 円
URL：http://www.kirari-fujimi.com/program/view/555
お問合せ：富士見市民文化会館キラリふじみ　049-268-7788

日時：2018 年 12 月 9 日（日）10:30 ～ 12:30
料金：3800 円（伝統食「ナシレマッ」試食付き）
講師：上原亜季・古川音（WAU 編集部 / Hati Malaysia）
場所：日本橋三越新館９階カルチャーサロン
Web：http://www.mitsukoshi.co.jp/culture/　（９月１１日 ( 火 ) 午前１０時より受付スタート）

シュシ・スライマン作品 常設展示ギャラリー　
小山登美夫ギャラリー
http://tomiokoyamagallery.com

　世界遺産のペナンやマラッカ、そして大自然が息づくボルネオ島など、
さまざまな魅力に満ちた国、マレーシア。また、色彩豊かな伝統芸能、
祖先の味を受け継ぐ食文化が現代も色濃く残っており、今や東南アジアの
注目国！ このたび、私たち Hati Malaysia が、三越カルチャーサロンにて、
マレーシアについてのレクチャーを担当することになりました。今回は、マ
レーシアのお正月に焦点をあて、多民族が織りなすマレーシア文化をひも
解きます。また、国民食ココナッツごはん「ナシレマッ」を試食していただき、
伝統的な食文化についても、たっぷり語ります。マレーシアのことを知りた
い方なら、どなたでもウェルカムです。ぜひご参加ください。

シュシ・スライマンに注目！

SeaShorts Film Festival 2018

『BEAUTIFUL WATER』
ビ ュ ー テ ィフ ル・ウ ォ ー タ ー

マレーシア文化をレクチャー

独特の世界観で人々を魅了する

ジョージタウンで開催された東南アジア短編映画祭

キラリふじみ×東南アジア 
舞台芸術コラボレーション vol.2 
日本・インドネシア・マレーシア 
共同制作

Hati Malaysia が三越カルチャーサロンで

Art Project 
@Japan

Event 
@Malaysia

Theatre 
@Japan

Lecture 
@Japan
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文・ 古川音 Oto Furukawa      撮影・ Mohd Rhashidi (CD)

マレーシアの独楽、ガシン
こ ま

　

独
楽
で
遊
ん
だ
幼
い
こ
ろ
。
何
度
も

練
習
を
重
ね
、
放
課
後
に
友
た
ち
と
競

い
、
あ
の
子
よ
り
も
長
く
ま
わ
り
ま
す

よ
う
に
と
、
息
を
ひ
そ
め
て
じ
っ
と
独
楽

を
見
つ
め
た
。
大
人
の
手
か
ら
勢
い
よ
く

飛
び
出
す
本
物
の
独
楽
は
、
ど
っ
し
り
と

重
く
、
小
さ
な
手
で
は
う
ま
く
つ
か
め
な

い
。
だ
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も

ち
ゃ
の
独
楽
が
、
僕
の
相
棒
だ
っ
た
ん
だ

よ
。
――
マ
レ
ー
シ
ア
人
か
ら
聞
い
た
独

楽
の
思
い
出
話
で
す
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
独
楽
は
「
ガ
シ
ン
」
と

い
い
ま
す
。
米
の
収
穫
後
、
村
の
男
た
ち

の
遊
び
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た

の
が
は
じ
ま
り
で
、
独
楽
が
翌
年
の
豊

作
を
呼
び
込
む
、
と
も
信
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
古
い
家
の
廃
材
で
作
ら
れ
た
も
の

が
多
く
、
独
楽
職
人
が
カ
ン
ナ
や
ヤ
ス
リ

よく作られ、うまく投げられた独楽は、約 2 時間もまわり続けるといわれる。独
楽を楽しむ年代は子どもから大人まで幅広く、今でも田舎町では独楽の大会が
開かれている。写真はセランゴール州で開かれた大会の様子。

で
削
り
上
げ
、命
を
吹
き
込
み
ま
す
。「
ガ

シ
ン
・
ジ
ャ
ン
ト
ン
」
と
名
の
つ
い
た
独

楽
は
バ
ナ
ナ
の
花
を
模
し
た
も
の
、「
ガ
シ

ン
・
ク
ラ
ン
タ
ン
」
は
ク
ラ
ン
タ
ン
地
域

特
有
の
も
の
な
ど
、
形
や
地
域
性
に
よ
っ

て
約
1
0
0
種
の
独
楽
が
あ
り
、
な
か

に
は
重
量
5
キ
ロ
の
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

地
面
に
円
を
描
く
と
こ
ろ
か
ら
、
独

楽
遊
び
は
ス
タ
ー
ト
。
相
手
よ
り
も
長
く

回
っ
た
ら
勝
ち
。
ま
た
は
、
相
手
の
独
楽

を
倒
す
か
、
円
の
外
に
追
い
出
せ
ば
勝

ち
。
個
人
で
戦
っ
て
も
い
い
し
、
チ
ー
ム

で
対
決
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
独
楽
で
遊
ぶ
子

ど
も
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
独
楽
を

古
い
伝
統
に
し
て
は
い
け
な
い
。
今
を
と

も
に
生
き
て
い
る
文
化
だ
か
ら
」
と
は
マ

レ
ー
シ
ア
人
の
言
葉
で
す
。

GASING, the Malaysian 
traditional Spinning Top
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「
ナ
シレマッ
は
宇
宙
の
よ
う
な

  
完
璧
な
バ
ラ
ンス
」

WAU Interview

市
場
の
豚
肉
売
り
場
か
ら
見
た

多
民
族
が
と
も
に
生
き
る
こ
と

　
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん
が
「
い
ち
ば
ん
衝
撃

を
受
け
た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、マ
レ
ー

シ
ア
の
市
場
で
の
体
験
。
違
う
宗
教
の
人

た
ち
が
と
も
に
暮
ら
す
国
な
ら
で
は
の
光

景
に
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
ひ
と
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
壁
で
囲
ま

れ
た
豚
肉
売
り
場
を
見
た
と
き
、
ハッ
と
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
マ
レ
ー
シ

ア
人
の
約
７
割
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
、
宗
教

上
の
理
由
か
ら
豚
肉
を
食
べ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
れ
以
外
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
、
と
く

に
中
国
系
に
と
っ
て
豚
肉
は
、
食
事
に
欠

か
せ
な
い
も
の
。
た
と
え
少
数
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
民
族
に
と
っ
て
大
事
な
食
材
を
ち
ゃ
ん

と
売
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
豚
肉
を
タ
ブ
ー
と

す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
人
が
不
快
な
思
い
を

し
な
い
よ
う
に
、
壁
で
囲
む
と
い
う
方
法
も

良
い
な
、
と
。
こ
れ
は
、
お
互
い
に
違
う

宗
教
に
対
す
る
思
い
や
り
が
あ
る
、
と
い
う

こ
と
な
ん
で
す
。
こ
う
い
う
配
慮
が
ナ
チ
ュ

ラ
ル
な
形
で
実
現
で
き
て
い
る
国
は
、
世
界

で
も
め
ず
ら
し
い
と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
中
国
系
の
お
母
さ
ん
の
言
葉
が

世界各地を旅する食の紀行番組で、10 年
以上レポーターを務める料理研究家のコ
ウケンテツさん。2014 年に放送されたマ
レーシア編では、マレー半島の北からボ
ルネオ島まで旅をし、マレーシア人の家
で料理をしたり、屋台でご飯を食べるな
ど、食を通してマレーシアを体験。多民
族・多宗教国家のマレーシアが育んだ独
特な食文化は、コウケンテツさんの目にど
う映ったのでしょう。

「この香り！ マレーシアを思い出します。お
いしいな～」と言いながら、あっという間
にナシレマッを完食したコウケンテツさん

文・古川音　Oto Furukawa　 　撮影・疋田千里 Chisato Hikita

心
に
残
っ
て
い
る
、
と
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん
。

「
彼
女
自
身
は
ハ
ラ
ル
（
※
１
）
で
な
く
て
も

い
い
の
で
す
が
、
料
理
に
ハ
ラ
ル
食
材
を
使

う
ん
で
す
。
理
由
を
聞
く
と
、
ハ
ラ
ル
で
な

い
と
マ
レ
ー
系
の
お
友
達
が
遊
び
に
来
れ
な

い
か
ら
、
と
の
こ
と
。
食
の
習
慣
や
ル
ー
ル

が
違
っ
て
い
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い

が
あ
れ
ば
、
食
に
よ
る
文
化
交
流
は
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
ん
で
す
。
そ
の
こ
と
を
マ
レ
ー

シ
ア
で
実
感
し
ま
し
た
」

皿
に
盛
ら
れ
た
料
理
を
混
ぜ
る

そ
れ
も
ダ
イ
ナ
ッ
ク
に
混
ぜ
る

　

次
に
マ
レ
ー
シ
ア
料
理
の
特
徴
を
た
ず
ね

る
と
「
混
ぜ
る
食
文
化
で
す
ね
」
と
ず
ば

り
。
ご
飯
、
お
か
ず
、
麺
、
ス
ー
プ
を
別
々

に
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
皿
の
上
で
そ
れ
ら

を
混
ぜ
て
食
べ
る
。
和
食
で
い
う
な
ら
丼

飯
に
近
い
。
こ
の
食
べ
方
は
、
イ
ン
ド
や
ア

ジ
ア
各
国
に
共
通
し
て
い
ま
す
が
「
は
げ

コウケンテツさんが 
マレーシアの食文化を語る
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渋谷のマレーシア料理店「マレーアジアンクイジーン」で提供して
いるナシレマッ。特別にお弁当にしてもらった

『ナシレマッ！』（古川音 著）

書 籍『 ナ シレ マッ！』（1400 円 / Malaysia 
Gohan Kai）には、コウケンテツさんのナシ
レマッ・インタビューとレシピが掲載されてい
る。日本のスーパーで簡単に手に入る食材で、
現地の味を再現したプロの技はさすが！ 紀伊
國屋書店（新宿、KL）や Amazon にて販売中。

コウケンテツさん
料理研究家、大阪府出身。テレビや雑誌、講

演会など多方面で活躍中。“母の味” と人と

の出会いを求めて旅をする食の紀行番組では、

アジアだけで２０ヵ国以上を巡り、誰に対して

も心をオープンにして接する温かい人柄で、現

地の人の素の表情を見事にひき出している。

ナシカンダーで皿に盛った料理。シーフード
カレーの上に、チキンカレーのソースだけか
けたバージョン（photo by 聖子さん）

ナシレマッの持ち帰りバージョン。ご飯とお
かずを一緒に包むので、開けたときにはいい
具合に混ざっている

現地のスーパーでは、豚肉は「ノン・ハラル」
コーナーで販売され、一般のレジとは別に
会計ができる

し
さ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
で
い
え
ば
、マ
レ
ー

シ
ア
が
ダ
ン
ト
ツ
１
位
」
と
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ

さ
ん
。
代
表
的
な
“
混
ぜ
る
”
料
理
と
い

え
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で

も
あ
る
「
ナ
シ
レ
マ
ッ
」（
※
２
）
で
、
コ
ウ
ケ

ン
テ
ツ
さ
ん
は
、
こ
の
旅
で
ナ
シ
レ
マ
ッ
に
ハ

マ
っ
た
の
だ
そ
う
。

「
僕
は
も
と
も
と
も
コ
コ
ナ
ッ
ツ
が
大
好
き

で
、
と
く
に
ア
ジ
ア
で
い
た
だ
く
新
鮮
な
コ

コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
の
料
理
に
は
目
が
な
い
ん

で
す
。
ペ
ナ
ン
の
屋
台
で
食
べ
た
ナ
シ
レ
マ
ッ

は
最
高
で
し
た
！ 

コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
で
炊

い
た
甘
い
香
り
の
す
る
ご
飯
に
、
サ
ン
バ
ル

（
※
３
）
の
辛
み
を
合
わ
せ
る
と
い
う
見
事
な

重
ね
技
。
ナ
シ
レ
マ
ッ
の
基
本
の
お
か
ず
は
、

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
煮
干
し
、
き
ゅ
う
り
、
ゆ
で
卵
、

サ
ン
バ
ル
で
す
が
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、

な
に
ひ
と
つ
欠
け
て
は
い
け
な
い
宇
宙
の
よ

う
な
完
璧
な
バ
ラ
ン
ス
を
感
じ
ま
し
た
。
サ

ン
バ
ル
の
辛
さ
を
卵
で
や
わ
ら
げ
、
き
ゅ
う

り
で
口
の
中
を
さ
っ
ぱ
り
さ
せ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
は
ま
っ
た
く
違
う
味
な
の
に
、
一
緒
に
食

べ
る
こ
と
で
お
い
し
さ
が
増
す
こ
と
に
も
驚

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ナ
シ
カ
ン
ダ
ー
（
※
４
）

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ご
飯
と
お
か

ず
に
カ
レ
ー
を
か
け
て
食
べ
る
料
理
で
、
カ

レ
ー
を
1
種
で
は
な
く
、
フィッ
シュ
カ
レ
ー

に
チ
キ
ン
カ
レ
ー
を
加
え
る
な
ど
、
複
数

か
け
る
の
が
特
徴
。
違
う
味
の
カ
レ
ー
を

重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
お
い
し
く
な
る
ん

で
す
。
重
ね
技
の
極
致
と
言
っ
た
ら
い
い
の

か
な
、
違
う
個
性
の
人
が
ひ
と
つ
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
な
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
料
理
で
、
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
」　

　
マ
レ
ー
シ
ア
人
は
、
料
理
を
混
ぜ
な
が

ら
、
自
分
の
味
を
追
及
し
ま
す
。
と
き
に

は
唐
辛
子
を
多
く
混
ぜ
て
辛
さ
を
増
し
た

り
、
ス
ー
プ
を
豪
快
に
ご
飯
に
か
け
て
雑

炊
風
に
し
た
り
。
そ
う
や
っ
て
皿
の
上
に

自
分
の
味
を
作
り
上
げ
る
の
が
、
マ
レ
ー
シ

ア
人
の
食
事
の
流
儀
な
の
で
す
。

人
と
人
は
違
う
。
そ
れ
が
前
提
だ
か
ら

自
然
に
他
人
を
気
遣
う
こ
と
が
で
き
る

　

さ
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ

ア
は
複
数
の
民
族
が
と
も
に
暮
ら
す
国
で

す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ツ
か
ら

う
ま
れ
た
様
々
な
料
理
が
あ
り
ま
す
。

　
「
民
族
が
多
い
分
、
特
色
の
あ
る
料
理
が

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
、
い
い
意
味
で
ゴ
チ
ャ
混
ぜ
な
と
こ
ろ

が
僕
は
好
き
で
す
。
ゴ
チ
ャ
混
ぜ
と
い
う
の

は
、
無
理
に
融
合
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
。

お
互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
し
な
が
ら
も
干
渉
し

す
ぎ
な
い
。
壁
で
囲
ん
だ
豚
肉
売
り
場
の

よ
う
に
、
他
へ
の
気
遣
い
を
当
た
り
前
と

考
え
、
そ
れ
と
同
時
に
、
他
は
他
で
あ
る

と
い
う
風
通
し
の
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。
僕

は
年
間
で
50
～
60
本
ぐ
ら
い
講
演
を
し
て

い
ま
す
が
、
よ
く
マ
レ
ー
シ
ア
の
話
を
す
る

ん
で
す
。
各
民
族
の
代
表
的
な
料
理
を
紹

介
し
、
こ
ん
な
に
異
な
る
料
理
が
ひ
と
つ
の

国
の
な
か
に
あ
り
、
そ
れ
ら
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
融
合
し
あ
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
と
て
も

心
地
よ
い
ん
で
す
、
と
伝
え
る
ん
で
す
」

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
町
を
見
渡
せ
ば
、
様
々
な

民
族
が
生
き
て
い
る
の
は
一
目
瞭
然
。
服

装
が
違
い
、
好
む
料
理
が
違
い
、
話
す
言

葉
が
違
う
。
そ
の
人
た
ち
が
同
じ
テ
ー
ブ

ル
を
囲
ん
で
い
ま
す
。

　

最
後
に
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん
は
笑
顔
で
こ

う
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
マ
レ
ー
シ
ア
は

様
々
な
人
が
生
き
る
世
界
を
体
験
で
き
る

国
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
の
子
ど
も
が
大
き

く
な
っ
た
ら
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
連
れ
て
い
き

た
い
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
景
色
や
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
見
せ
た
い
で
す
」

※
1 

イ
ス
ラ
ム
法
で
許
さ
れ
て
い
る
も
の
、
と
い
う
意
味

※
2 

コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
で
炊
い
た
ご
飯
を
サ
ン
バ
ル
と
お
か

ず
で
食
べ
る
料
理

※
3 

唐
辛
子
を
ベ
ー
ス
に
、
玉
ね
ぎ
や
に
ん
に
く
を
合
わ

せ
て
作
る
辛
味
調
味
料

※
4 

イ
ン
ド
系
の
店
で
提
供
さ
れ
て
い
る
一
皿
に
複
数
の
料

理
を
盛
る
“
の
っ
け
ご
飯
”
の
総
称
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取材／文・古川音 Oto Furukawa　　デザイン・Keiko Murate

「普段の料理にしょうゆをよく使いま
す。日本のしょうゆは、マレーシアの
Kicap Masin（キチャップ・マシン）
に似ていますが、最初に食べたとき
は苦みが強くて、しょっぱ過ぎる、と
感じました。でも今はすっかり慣れて、
日本で生まれ育った子どもたちは、ど
ちらも大好きです」

黒糖（大さじ 1/2）をお湯（大さじ 1）で溶かし、
そこに、しょうゆ（大さじ 1）、酢（大さじ 1/2）、
生とうがらしのみじん切り（2 本）を加えて混ぜる。
とうがらしはシシトウでも代用可。すぐに食べても
いいが、30 分ほど漬けこむと、しょうゆにとうがら
しの辛味がしみ出し、辛味が増す。とうがらしは食
べてもいいし、食べてなくても OK。焼き魚のつけ
ダレにしたり、冷奴にのせてもおいしい。

しょうゆサンバル
Sambal Kicap

ジャンナ流　ピリ辛つけダレ

日本在住 18 年のマレーシア人。妊娠をきっかけ
に野菜料理に目覚め、ベジタリアン・ラクサを考
案するなど、ヘルシーなマレーシア料理を提案。

「昔のマレーシア料理は野菜を使ったものが多
く、大豆、米、しょうゆを多用する和食と似た料
理も多いんですよ」とジャンナさん。料理教室「タ
ダク」にて、自宅でマレーシア料理を教えている。

ヌル・ジャンナ・ウスマン　Noor Jannah Usman

「ココナッツミルクを使ったアジアのカ
レーが大好きで、家でもよく作ります。
製氷機で凍らせて保存すれば、使い
たい分だけ取り出せて便利です。脂
肪分の多いクリーム部分を使いたい
場合は、ジップロックに入れ、立てて
冷凍すると、上にクリームが溜まるの
でおすすめです」

ココナッツミルク（120ml）に、砂糖（大さじ 1）、
塩（ひとつまみ）、カルダモン（1 個、皮をむいて
軽くつぶす）を入れ、600w のレンジで 30 秒。耐
熱ボールに道明寺粉（ピンク 100g）を入れ、先
ほどのココナッツミルクを混ぜラップをして 600w
で 2 分。かき混ぜる。この工程をもう 1 回くり返し、
蒸らす。ココナッツミルク（30ml）と好みのドライ
フルーツを加えて冷蔵庫で 5 分。4 等分にして直径
5cm の丸型に広げ、1 個につき餡（25g）を包む。

トロピカル・ココナッツミルク餅
Coconut Milk Mochi (４個分 )

ひろみ流　アジアの香りがする和菓子

料理研究家、フードコーディネーター。料理教
室「romiromi made」では、ハーブやスパイス
を使った身体の中からキレイになれるメニューを
提案。アジア料理から西洋料理まで幅広い知識
をもち、フードスタイリング、ハラール料理アドバ
イザー、フィトセラピストとしても活躍している。
instagram : romiromi _made

岡安洋美　Hiromi Okayasu

アレンジ・レシピ故郷の味

ココナッツミルクとは

高さ 30 メートルにもなる高木のココヤシ。その木の実をココナッツとい
います。熟したココナッツの白い胚乳をすりおろし、水と一緒に絞った
ものがココナッツミルク。マレー語は Santan Kelapa（サンタン・クラ
パ）です。まろやかな風味、甘い香りが特徴で、カレーなど香辛料の
きいた料理と相性がよく、スイーツでもよく使われます。南太平洋のサ
モアから東南アジア一帯、インド南部などの地域でも使用され、マレー
シアではココナッツの木が庭に生えている家があるほど身近な食材。ま
た、スーパーや市場では長期保存ができる缶詰タイプも販売していま
す。酸化が早いので、封を開けたら、すぐに使い切るのが鉄則です。

しょうゆとは

しょうゆは漢字で「醤油」。醤油の生産メーカー
は日本全国にあり、大手 5 社がシェアの 7 割以
上を占めている。

日本で販売しているマレーシア産のココナッツミ
ルク「AYAM」。ココナッツエキス 82% の「ココ
ナッツミルク プレミアム」や 100%「ココナッツ
クリーム プレミアム」など、濃度の違う 3 種の商
品をそろえるこだわり。Amazon などで購入可。

大豆と小麦をおもな原料とし、麹（こうじ）を加えた醸造技術で発酵
させてつくる液体調味料です。うま味、芳ばしい香り、味に深みを加
える塩気があり、さらさらの液体で、透明感のある赤橙色をしています。
ジャン・醤（ひしお）と呼ばれる中国の調味料から発展したとされ、今
でも中国などの東アジアや東南アジアの地域で広く使われています。マ
レー語は Kicap（キチャップ）です。製造工程により、濃口・淡口・た
まり・再仕込み・白の 5 種類あり、地域によっても味が微妙に違います。
九州の甘いさしみ醤油は有名です。封を開けたら、できるだけ空気に
触れないよう密閉性のある容器に移し替え、冷暗所で保存しましょう。

マレーシア料理に必須のココナッツミルク、日本料理に欠かせないしょうゆ。
お互いの “ 故郷の味 ”といえるこの 2 つの食品に注目し、味の特徴や製造工程、料理での使い方を徹底比較しました。

Coconut Milk

ココナッツミルク
と

Soy Sauce

しょうゆ
日馬文化比較

クロスカルチャー
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しょうゆを使った
日本料理

カレー、ルンダン
Kari, Rendang

「カレー」や「ルンダン」などのスパイスを使った煮込
み料理には、味のまとめ役としてココナッツミルクがよ
く使われています。料理にコクや深みを加え、とうがら
しの辛みをマイルドにする効果があるため、マレーシア
のカレーに激辛なものはあまりありません

ナシレマッ
Nasi Lemak
マレーシアで人気 No.1 の「ナシレマッ」
は、ココナッツミルクで炊いたご飯に、
甘辛のサンバルソースを混ぜて食べる
料理。ふわっと漂うココナッツミルクの
甘い香りに、とうがらしの辛味を合わせ
るという絶妙な味のコラボで、日本人
もハマる料理です

カヤジャム
Kaya Jam
ココナッツミルクと卵を低温でじっくり
煮つめた「カヤジャム」。カスタードク
リームに似た甘いジャムで、カリカリに
焼いたトーストにバターと一緒に塗って
食べます。マレーシアの朝食に欠かせ
ないもので、マレーシア人の自宅の冷
蔵庫にはほぼ常備されています

ボボチャチャ
Bubur Cha Cha
マレーシアのおやつの多くは、ココナッ
ツミルクを使っています。「ボボチャチャ」
は、サツマイモやサゴパールを具にし
たココナッツミルクのお汁粉のようなも
の。ココナッツミルクは日持ちがしない
ため、その日に食べ切るおやつが多い
です

親子丼
Oyako Don 
(chicken & egg rice bowl)

丼にご飯を盛り、その上に具をのせた「丼もの」。鶏
肉を卵でとじた「親子丼」、刺身を散らした「海鮮丼」、
かば焼きにした鰻をのせた「鰻丼」、天ぷらを盛った「天
丼」など、どれも人気の和食です。具はすべてしょうゆ
で味付けされ、ご飯と醤油の相性の良さがわかります

寿司
Sushi

海外でも人気が高まっている寿司。にぎり寿司、ちらし
寿司、巻き寿司と色々な寿司がありますが、どれもしょ
うゆが欠かせません。刺身も同様です。寿司のおいし
さはしょうゆが左右する、という人もいるほどです。た
だし、しょうゆのつけ過ぎには注意しましょう

じゃがいもと肉を一緒に煮込んだ日本
の家庭料理の代表「肉じゃが」。しょうゆ、
酒、みりん、だしを加えて具を煮たも
ので、白いご飯がすすむ味です。そのほ
か、大根の煮もの、おでん、筑前煮など、
和食の煮ものや惣菜には、ほぼ全てしょ
うゆが使われています

米粉をねって丸く成形し、ゆでた和菓子。
もちっとした食感が特徴です。小豆の餡
やよもぎなどいろんな味があり、なかで
も人気なのが「みたらし団子」。砂糖で
甘くしたしょうゆを塗り、炭火で芳ばしく
焼き上げています。甘じょっぱい味が人
気です

ココナッツミルクを使った
マレーシア料理

肉じゃが
Nikujaga 
(simmered meat & potatoes)

みたらし団子
Mitarashi Dango 
(rice dumplings in sweet soy sauce)

7　　｜　　WAU  No.17  Autumn 2018



テンプル・オブ・ファインアーツ
Temple of Fine Arts

1981 年に設立され、現在はクアラルンプール、ペナン島、ジョ
ホール、マラッカの国内４カ所に活動を広げています。シタール、
タブラ、ムリダンガム、ヴィーナ、声楽などのインド古典音楽や、
バラタナーティヤム、オリッシー、カタックなどのインド古典舞踊
のクラスのほか、ヨガのクラスもあり、インド芸能を学ぶ拠点と
なっています。外国人でも受講することができ、現在は、タブラ
を習う日本人もいるそうです。
　一般に公開される公演などもあるので、マレーシアを訪れる
際には、ぜひウェブサイトで情報をチェックしてみてください。事
前に相談すれば、プライベートな上演とインド料理の食事会、
ワークショップの開催なども特別に依頼できるとのこと。マレー
シアで本格的なインド芸能に触れる貴重な機会になりそうです。
住所：116, Jalan Berhala, Brickfields, 50470 Kuala Lumpur 
ウェブサイト： http://www.tfa.org.my

Music of Malaysia

マ
レ
ー
シ
ア
に
根
付
い
た

多
様
な
イ
ン
ド
音
楽

　

イ
ン
ド
か
ら
の
移
民
や
商
人
の
交
易
の

歴
史
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
の
音
楽
や
舞
踊
な

ど
の
芸
能
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
伝
わ
り
発
展
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る

イ
ン
ド
音
楽
に
は
、
伝
統
的
な
民
謡
、
古

典
音
楽
、
主
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
祭
事
や
寺

院
で
重
要
な
役
割
を
担
う
宗
教
音
楽
、
舞

踊
の
伴
奏
音
楽
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
映

画
に
お
け
る
、
よ
り
商
業
的
、
大
衆
的
な

歌
謡
曲
な
ど
、
様
々
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
を
訪
れ
る
と
、
リ
ー
ド

管
楽
器
「
ナ
ー
ダ
ス
ワ
ラ
ム
」
と
両
面
太
鼓

「
タ
ビ
ル
」
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
す
し
、
奇

祭
と
し
て
知
ら
れ
る
タ
イ
プ
ー
サ
ム
で
は
、

ト
ラ
ン
ス
状
態
で
歩
み
を
進
め
る
信
者
を

取
り
囲
み
、
激
し
く
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す

音
楽
部
隊
に
こ
ち
ら
も
気
持
ち
が
高
揚
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

 

南
北
イ
ン
ド
古
典
音
楽

　

イ
ン
ド
古
典
音
楽
は
、
イ
ン
ド
北
部
で

発
展
し
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ー
ニ
ー
音
楽
と
南

イ
ン
ド
の
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
音
楽
に
大
別
で
き

ま
す
。
日
本
で
も
馴
染
み
の
あ
る
シ
タ
ー
ル

や
タ
ブ
ラ
が
演
奏
さ
れ
る
の
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ

ス
タ
ー
ニ
ー
音
楽
で
す
。

「
マレ
ー
シ
ア
に
お
け
る
イ
ン
ド
系
音
楽
の
発
展
」

マレーシアの町を歩いていると、ボリウッド映
画のサウンドが大音量で流れ、スパイスの香
りを感じ、色とりどりの生地が目に眩しく、イ
ンドの街角に彷徨い込んだかと錯覚するような
瞬間があります。全人口の約１割を占めるイン
ド系住民によって、マレーシアには豊かなイン
ド文化も花開いています。マレーシアに渡って
きたインド音楽はどのように発展してきたので
しょうか。

※ 1「Sangeetha Abhivirdhi Sabha」
参考文献： Pravina Manoharan, “Towards Fusion: New Trends in Hindustani Sitar Music in Malaysia” (Wacana Seni Journal of Arts Discourse. Jil./Vol.7 2008)
 Tan Sooi Beng ほか著 , 『The Music of Malaysia: The Classical, Folk, and Syncretic Traditions』

ヒンドゥー寺院で演奏される両面太鼓「タビル」( 右 ) 
とリード管楽器「ナーダスワラム」( 左 )

取材／文・上原亜季 Aki Uehara

© Lingesh R Photography

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
南
イ
ン
ド
出
身
者
が
多

数
派
で
あ
っ
た
た
め
、
１
９
３
０
年
頃
か

ら
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
音
楽
の
人
気
が
高
ま
り
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
ブ
リ
ッ
ク
フィ
ー
ル
ズ

に
イ
ン
ド
系
の
音
楽
協
会
※
1
が
設
立
さ
れ

イ
ン
ド
音
楽
や
舞
踊
が
教
え
ら
れ
ま
す
が
、

１
９
６
０
年
代
頃
ま
で
そ
の
中
心
は
カ
ル

ナ
ー
タ
カ
音
楽
や
古
典
舞
踊
バ
ラ
タ
ナ
ー

テ
ィ
ヤ
ム
や
オ
リ
ッ
シ
ー
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

当
時
は
、
イ
ン
ド
本
国
か
ら
師
範
ら
が
指

導
に
き
て
い
ま
し
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ー
ニ
ー

音
楽
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
広
く
受
容
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
１
９
７
０
年
代
以
降
。

主
に
シ
タ
ー
ル
音
楽
を
通
し
て
広
が
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
８
１
年
に
は
、
テ

ン
プ
ル
・
オ
ブ
・フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ツ
（Tem

ple 
of Fine Arts

※
コ
ラ
ム
）
が
設
立
さ
れ
、
南

北
イ
ン
ド
の
古
典
音
楽
や
古
典
舞
踊
を
学

ぶ
重
要
な
場
と
し
て
活
動
を
広
げ
て
き
ま

し
た
。

　

伝
統
的
な
要
素
を
守
り
つ
つ
伝
承
さ
れ

て
き
た
イ
ン
ド
古
典
音
楽
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

に
渡
り
、
西
洋
楽
器
と
の
共
演
や
ア
ラ
ブ

音
楽
、
中
国
音
楽
な
ど
の
要
素
も
取
り
込

み
な
が
ら
、
新
た
な
方
向
で
も
発
展
を
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
反
対
に
、
イ
ン
ド
古

典
音
楽
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
現
地
の
ポ
ッ
プ
音

楽
や
フュ
ー
ジ
ョ
ン
、
ジ
ャ
ズ
音
楽
に
影
響
を

与
え
、
受
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

コラム
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「
シ
タ
ー
ル
を
通
し
て
、

よ
り
色
彩
豊
か
な
音
楽
を
」

シタール奏者、サミュエルJ. ダス氏（Samuel 
J. Dass）は、国内外で演奏活動を広げ、古
典音楽だけでなくフュージョン音楽でも高い
評価を受け、ボー・キャメロニアン・アート
賞では作曲賞、ソロ演奏賞などを受賞。マ
レーシアのインド古典音楽がどのように伝承
され、次世代に受け継がれているのか、自
身の経験から教えていただきました。

シ
タ
ー
ル
を
始
め
た
の
は
何
歳
の
頃
で
す
か
？

　

私
の
父
親
が
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
シ
タ
ー

ル
奏
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
で
、
幼
い

頃
か
ら
古
典
音
楽
に
触
れ
る
環
境
で
育
ち
、

７
歳
の
頃
か
ら
、
父
が
病
い
で
亡
く
な
る
ま

で
の
３
年
間
で
本
格
的
に
シ
タ
ー
ル
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
曾
祖
父
が
イ
ン
ド
か
ら

マ
レ
ー
シ
ア
に
や
っ
て
き
た
の
で
、
私
は
４

世
代
目
に
な
り
ま
す
。
祖
父
も
音
楽
家
で
、

舞
踊
劇
な
ど
で
イ
ン
ド
の
手
漕
ぎ
オ
ル
ガ
ン

「
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
」
の
演
奏
を
し
て
い
ま
し
た
。

お
父
様
亡
き
後
、
様
々
な
師
匠
に
師
事
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
プ
ロ
演
奏
家
ま
で
の
経
験
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

12
歳
か
ら
３
年
ほ
ど
、ラ
ヴィ・シャン
カ
ー

ル
の
弟
子
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
シ
タ
ー
ル

奏
者
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
っ
た
オ
ル
ム
・

マ
ヘ
シュ
ワ
ラ
ン
に
師
事
し
ま
し
た
。
家
庭
が

貧
し
く
、
高
校
卒
業
後
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム
で

演
奏
を
し
て
い
ま
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

イ
ン
ド
古
典
音
楽
を
学
べ
る
施
設
や
教
育

機
関
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
後
も
イ

ン
ド
か
ら
指
導
に
来
る
師
匠
ら
（
グ
ル
）
が

自
宅
に
長
期
間
滞
在
し
、
生
活
を
共
に
し

な
が
ら
毎
日
朝
か
ら
晩
ま
で
指
導
を
受
け

る
な
ど
、
30
歳
で
イ
ン
ド
本
国
に
お
け
る
最

後
の
グ
ル
の
元
で
の
修
行
に
行
く
ま
で
学
び

続
け
ま
し
た
。
イ
ン
ド
本
国
に
は
素
晴
ら
し

い
シ
タ
ー
ル
奏
者
が
山
の
よ
う
に
い
ま
す
か

ら
、
こ
の
楽
器
で
世
界
的
に
活
躍
す
る
こ
と

は
本
当
に
大
変
な
の
で
す
。

 

サ
ミ
ュ
エ
ル
さ
ん
は
、
他
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
家

と
の
共
演
や
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、
ジ
ャ
ズ
の
演
奏

で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
西
洋
音
楽

や
ジ
ャ
ズ
も
学
ば
れ
た
の
で
す
か
？

　

フュ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず
自
身
の
音
楽

©Kananathan Kanesan

スワラ・コミュニティー・アートセンターでシタールを学ぶ生徒たち 
©Anuratha Sithambaram

の
基
礎
は
と
て
も
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
イ

ン
ド
古
典
音
楽
に
は
な
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
リ

ズ
ム
パ
タ
ー
ン
な
ど
も
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま

す
。
私
は
20
代
の
頃
、
ギ
タ
ー
や
キ
ー
ボ
ー

ド
を
演
奏
し
た
り
、
作
曲
や
、
ジ
ャ
ズ
、
西

洋
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
基
礎
も
学
び
ま
し
た
。
音

楽
シ
ス
テ
ム
が
分
か
ら
な
い
と
フュ
ー
ジ
ョ
ン

も
難
し
い
の
で
す
。
共
演
者
と
歩
み
寄
る

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
「
コ
ン
フュ
ー
ジ
ョ
ン

（
混
乱
）」
し
か
生
ま
れ
ま
せ
ん
か
ら
（
笑
）。

 

日
本
の
伝
統
芸
能
で
は
流
派
が
あ
り
、
流
派
を

超
え
て
師
匠
ら
に
師
事
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ン
ド
古
典
音
楽
で
も
流

派
が
あ
り
ま
す
か
？

　

イ
ン
ド
本
国
に
も
ガ
ラ
ナ
（
流
派
）
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
時
代
は
変
化
し
、

今
は
ネ
ッ
ト
動
画
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
は
、
若
い
演
奏
家
た
ち
が
様
々
な

グ
ル
か
ら
ど
ん
ど
ん
学
び
、
音
楽
が
よ
り

色
彩
豊
か
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
も
学
ぶ
情
熱
を
持
っ
て
い
る
人
は
オ
ー
プ

ン
に
受
け
入
れ
ま
す
。

　
現
在
は
、
多
様
な
イ
ン
ド
芸
能
を
教
え
る
「
ス

ワ
ラ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
主
宰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

音
楽
や
芸
術
が
社
会
全
体
を
豊
か
に
す

る
と
信
じ
て
コ
ミ
ュニ
ティ
ー
に
根
ざ
し
た
セ

ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。
シ
タ
ー
ル
、
タ

ブ
ラ
、
イ
ン
ド
古
典
舞
踊
の
ほ
か
、
ヨ
ガ
や

ボ
リ
ウ
ッ
ド
・
ダ
ン
ス
教
室
な
ど
10
種
類
以

上
の
ク
ラ
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
主
に
寄
付

や
演
奏
会
の
収
入
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

伝
統
芸
能
や
芸
術
が
発
展
す
る
に
は
支
援

が
必
要
で
す
。
今
後
、
新
し
い
政
府
や
企
業

か
ら
も
協
力
を
得
な
が
ら
、
イ
ン
ド
系
の
芸

能
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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も
圧
巻
。
ロ
シ
ア
の
女
性
ボ
ー
カ
ル
バ
ン
ド
「O

ym
e

」

は
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
歌
声
で
、
ど
こ
か
儀
式
的
な
美

し
さ
と
怖
さ
が
共
存
す
る
ス
テ
ー
ジ
は
見
知
ら
ぬ
ロ
シ

ア
の
音
楽
シ
ー
ン
を
想
像
さ
せ
ま
す
。
イ
ン
ド
か
ら
の

「Raghu D
ixit Project

」
は
、
ス
テ
ー
ジ
下
で
踊
り

ま
く
る
会
場
い
っ
ぱ
い
の
聴
衆
を
ひ
と
ま
と
め
に
集
中

さ
せ
て
離
さ
な
い
。
ま
た
、
個
人
的
に
と
て
も
魅
せ
ら

れ
た
の
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
弦
楽
五
重
奏
「VOLO

SI

」。

と
に
か
く
激
し
く
カ
ッ
コ
良
い
演
奏
か
ら
目
が
離
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。
日
本
か
ら
も
ア
フ
リ
カ
の
親
指
ピ
ア
ノ

と
南
九
州
の
板
三
味
線
・
ゴ
ッ
タ
ン
の
演
奏
家
、
サ
カ

キ
マ
ン
ゴ
ー
さ
ん
が
メ
キ
シ
コ
、
韓
国
の
演
奏
家
と
と
も

に「
ク
ア
ト
ロ・ミ
ニ
マ
ル
」と
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
伝
統
芸
能
だ
け
で
な
く
、
旬
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
も
出
会
え
る
貴
重
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

２
０
１
９
年
も
７
月
に
開
催
予
定
。
ぜ
ひ
こ
の
フェ
ス

ティバ
ル
を
目
指
し
て
サ
ラ
ワ
ク
州
都
ク
チ
ン
を
訪
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
！

音
で
訪
ね
る
マ
レ
ー
シ
ア

銀
幕 

の 

精
神

マレーシアから特別寄稿！ 
マレーシア映画に精通する
A・サマッド・ハッサン氏のコラムが連載スタート！

去
る
７
月
、
今
年
21
年
目
を
迎
え
、
20
カ
国
以

上
か
ら
素
晴
ら
し
い
演
奏
家
が
集
結
し
た
「
レ
イ

ン
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ワ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フェ

ス
ティ
バ
ル
」
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

日
中
は
、
ミ
ニ
セ
ッ
ション
や
ワ
ー
ク
ショッ
プ
が
開
催

さ
れ
、
世
界
各
地
の
楽
器
を
分
類
別
に
比
較
し
な
が

ら
見
聞
き
し
た
り
、
多
様
な
民
謡
や
歌
唱
を
体
感
。

子
供
向
け
の
セ
ッション
や
映
画
上
映
会
の
ほ
か
、
ボ
ル

ネ
オ
島
の
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
籠
細
工
、
布
な
ど

の
伝
統
工
芸
品
の
販
売
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
夜
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
演

奏
。
ボ
ル
ネ
オ
の
森
林
、
大
地
、
精
霊
た
ち
に
捧
げ

る
よ
う
な
サ
ラ
ワ
ク
の
伝
統
芸
能
家
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ

か
ら
始
ま
り
、
韓
国
の
農
楽
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
し
た
若

者
グ
ル
ー
プ
「N

aedrum

」
の
洗
練
さ
れ
た
動
き
と

演
奏
が
続
き
ま
す
。
大
型
の
竹
楽
器
や
ド
ラ
ム
を
用
い

て
伝
統
的
な
リ
ズ
ム
に
の
せ
な
が
ら
レ
ゲ
エ
や
ロッ
ク
調

で
会
場
を
湧
か
せ
た
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
「W

arato'o

」

「
芸
術
は
神
の
作
品
で
あ
る
」
と
は
、マ
レ
ー

シ
ア
で
多
く
の
作
品
を
手
掛
け
た
映
画
監

督
で
あ
り
、
役
者
、
歌
手
、そ
し
て
ス
ー
フィ

ズ
ム
の
研
究
家
で
も
あ
っ
た
P.
ラ
ム
リ
ー
の

言
葉
で
す
。
彼
は
、
芸
術
は
我
が
国
の
発

展
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
持
ち
、
映

画
に
は
観
る
者
を
自
己
発
見
の
旅
へ
と
誘

う
精
神
的
な
意
味
が
あ
る
と
も
示
唆
し
て

い
ま
し
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
古
く
か
ら
東
西
貿
易
の

重
要
な
中
継
地
で
あ
り
、
こ
の
地
の
芸
術
、

文
化
、
宗
教
そ
し
て
人
種
は
多
様
化
し
ま

し
た
。
そ
の
影
響
は
、
感
動
的
な
サ
ッ
カ
ー

映
画
『
オ
ラ・ボ
ラ
（O

la Bola

）』（
チ
ウ・

ケ
ン
グ
ア
ン
、
２
０
１
６
年
）
や
ト
レ
ン
ガ

ヌ
州
の
田
舎
町
に
送
ら
れ
た
敏
腕
捜
査
官

を
描
い
た
『
ポ
リ
ス
・エ
ボ
（Polis Evo

）』

（
ガ
ズ
・
ア
ブ
・
バ
カ
ー
ル
、
２
０
１
５

年
）
な
ど
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
大
ヒ
ッ

ト
映
画
か
ら
、
警
察
の
汚
職
を
描
き
受
賞

も
し
て
い
る
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
映
画
『
ワ
ン
・

ト
ゥ
ー
・
ジ
ャ
ガ
（O

ne Tw
o Jaga

）』（
ナ

ム
ロ
ン
、
２
０
１
８
年
）
や
マ
レ
ー
シ
ア
の

イ
ン
ド
系
社
会
の
苦
境
を
描
い
た『
ジ
ャ
ガ
ッ

ト
（Jagat

）』（
サ
ン
ジ
ェ
イ
・
ペ
ル
マ
ル
、

２
０
１
５
年
）
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
映

画
に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

意
識
が
高
い
マ
レ
ー
シ
ア
の
映
画
人
は
、

ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て
オ
ー
プ
ン
に
自
国
の

ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
ー
の
探
求
を
し
て
き
ま
し

た
。
P.
ラ
ム
リ
ー
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
う
し
た
公
な
形
で
の
真
理
や
自
己
の
探

求
が
マ
レ
ー
シ
ア
を
よ
り
良
い
国
へ
と
導
く

一
端
を
担
っ
て
き
た
の
で
す
。
世
界
は
今
後

さ
ら
に
探
求
、
自
己
発
見
を
テ
ー
マ
と
し

た
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

コ
ラ
ム
　

C
olum

n

第4回

『One Two Jaga』を製作中のナムロン監督。 © Pixel Play

韓国のグループ「Naedrum」の野外ステージでの演奏

『Ola Bola』を撮影中のチウ・ケングアン監督。© ASTRO Shaw

世界各地の弦楽器を集めたミニセッションの様子。
観客との距離がとても近い。

A・サマッド・ハッサン
A Samad Hassan
マレーシアの映画製作者として
受賞歴のあるインディーズ作品
から大ヒット作まで約１００の長
編映画製作に携わる。非常勤
講師のかたわら映画やマレーシ
ア文化、黒魔術などについて講
演もする。神戸にて留学経験が
あり、オヤジギャグを愛する。

Rainforest World Music Festival   http://rwmf.net
 
Hati Malaysia のウェブサイト ( http://hatimalaysia.com ) にも 
フェスティバルのレポートを掲載中！

文／写真・上原亜季 Aki Uehara

文・A・サマッド・ハッサン  A Samad Hassan　　　翻訳・上原亜季  Aki Uehara

マレ
ーシア映画コラム

第 １ 回
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マ
レ
ー
シア

・ボ
ルネオ地域専門旅行

会
社

TEL : 03-5846-8213   http://mrcj.jp
東京都知事登録旅行業3-5248号

株式会社エムアールシージャパン
マレーシアリゾートクラブ

創業１９８３年、豊富な実績
と現地サポートでマレーシア
の旅をサポート。セランゴー
ル州で話題の新スポット、
「スカイミラー」ツアー販売
代理店になりました。

好評につき期間延長（3月30日まで）
５星 マジェスティック・クアラルンプールに

泊まる贅沢な旅
豪華特典：ホテル体験スパ＋アフタヌーンティー

旅行代金99,800円～（4日間）

担当のタキイです！

ムティアラ・アーツ・プロダクション代表。
AFS 生として一年間マレーシア の高校
に留学。Universiti Sains Malaysia の
大学院にてマレーシア の伝統芸能の研
究を行い、修士号取得。国際文化会館
勤務を経て、現職。東南アジア芸能コー
ディネート、イベント企画・制作、記事
執筆、マレー語通訳・翻訳。
mutiaraarts.pro

上原 亜季
Aki Uehara

映像プロダクション、株式会社オッド
ピクチャーズ代表。インディペンデント
映画プロデューサー。日本国内にて映
像によるプロモーションの企画、撮影。
マレーシアの映像制作プロダクション

（ODD PICTURES MALAYSIA） と 連 携
した映像・映画製作など。
株式会社オッドピクチャーズ
odd-pictures.asia

髙塚 利恵
Rie Takatsuka

編集ライター。首都クアラルンプール
に４年 滞 在した 経 験 を 活 かし、 「All 
About」や「CREA」ウェブサイトにてマ
レーシアの記事を執筆。 また「マレーシ
アごはんの会」にてイベントや料理教室
を主催。昨年念願の著書『ナシレマッ！』
を発刊。現地ごはんツアーも開催。
マレーシアごはんの会 
malaysianfood.org

古川 音
Oto Furukawa

デザイナー、現代アート作家。ジョ
ホール出身、96 年来日。山形の東
北芸術工科大学映像専攻卒、京都
精華大学芸術学博士課程出身。京
都を拠点に国内外にてメディアアー
トを中心にクリエイティブ活動中。
創刊号から『WAU』アートディレクショ
ンを担当。
tanjc.net

陳 維錚
TAN JC

Editors (Hati Malaysia)

私たち Hati Malaysia は、上原亜季（マレーシアほか東南アジア伝統
芸能コーディネーター）、髙塚利恵（映画・映像プロデューサー）、古川
音（マレーシア料理愛好家／ライター）の３人メンバーからなる、エ
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l P
o

st
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

レ
ー
シ
ア
は
初
め
て
の
長
編
映
画
を
撮
影
し

た
特
別
な
思
い
の
あ
る
国
。
私
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
と

呼
ば
れ
た
映
画
人
た
ち
の
い
る
国
。
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
Ｗ
Ａ
Ｕ
の
編
集
に
も
関
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
の
私
は
、
映
画
制
作

の
ス
キ
ル
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
す
こ
と
が
主
に

な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
言
う
と
、
通
常
の

よ
う
に
資
金
を
集
め
て
長
編
映
画
を
撮
る
の

で
は
な
く
、
一
企
業
が
自
社
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に

出
資
し
た
予
算
で
そ
の
企
業
の
た
め
の
短
編

映
画
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
主
に
日
本
が
誇
る
、

も
の
づ
く
り
企
業
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
映
像

業
界
で
は
ブ
ラ
ン
デ
ッ
ド
ム
ー
ビ
ー
と
呼
ば
れ
、

欧
米
や
東
南
ア
ジ
ア
、
タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
な

ど
で
は
メ
ジ
ャ
ー
な
方
法
で
す
。YouTube

な
ど
で
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
シ
ョ
ー
ト
ム
ー

ビ
ー
を
自
社
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
活
用
し
て

い
る
の
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
実
は
、
こ
の
ブ
ラ
ン
デ
ッ
ド
ム
ー
ビ
ー

が
大
得
意
だ
っ
た
監
督
が
い
ま
す
。
Ｗ
Ａ
Ｕ
で

も
何
度
も
ご
紹
介
し
て
き
た
故
ヤ
ス
ミ
ン
・
ア

フ
マ
ド
監
督
で
す
。
最
近
で
は
、「
タ
レ
ン
タ
イ

ム
」
が
劇
場
公
開
さ
れ
た
の
で
ご
存
知
の
方

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
も
２
０
１
５

年
に
開
催
し
た
「
マ
レ
ー
シ
ア
映
画
ウィ
ー
ク
」

日
馬
の
架
け
橋
の
根
底
に
あ
る
も
の

上
原 

亜
季　

　

幼
い
頃
か
ら
郷
土
芸
能
に
興
味
が
あ
り
、

将
来
は
様
々
な
地
域
に
根
ざ
し
た
芸
能
に
携

わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
30
年
後
、
日
本
で
は
な
く
マ
レ
ー
シ
ア

の
伝
統
芸
能
に
関
わ
り
、
日
本
に
紹
介
す
る

活
動
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
、
そ
の
頃
は
想

像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
不
思
議

な
ご
縁
で
す
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
に
最
初
に
留
学
し
て
か
ら
20
年

以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
現
地
の
マ
レ
ー
系
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
１
年
間
過
ご
し
な
が
ら
学

校
に
通
い
、
マ
レ
ー
語
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ス

ラ
ム
と
い
う
宗
教
、
食
文
化
、
多
様
な
文
化

に
触
れ
る
扉
が
開
か
れ
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
ペ
ナ
ン
島
の
大
学
院
で
民
族
音
楽

学
を
専
攻
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
伝
統
芸
能
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
日
本
に
帰
国
後
は
ク

ラ
ン
タ
ン
の
伝
統
音
楽
、
マ
レ
ー
の
舞
踊
、
語

り
部
芸
能
の
演
者
を
招
聘
す
る
な
ど
、
マ
レ
ー

シ
ア
文
化
紹
介
の
企
画
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
マ
レ
ー
語
の
通
訳
と
し
て
関
わ
る

の
は
、
鉄
道
関
係
や
製
鉄
所
な
ど
、
伝
統
芸

で
彼
女
の
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。
彼
女
は
、

も
と
も
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
広
告
制
作
プ
ロ
ダ

ク
ション
、
レ
オ
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｃ
Ｍ
の
ディ
レ

ク
タ
ー
で
、
生
前
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

企
業
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
社
の
企
業
広
告
を
多
く
手

が
け
て
い
た
こ
と
で
も
有
名
で
し
た
。
何
気
な

い
日
常
、
家
族
の
や
り
と
り
、
そ
ん
な
短
編

映
画
の
中
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
瞬
で
人
の
心
を
つ
か
み
、
温
か
い

気
持
ち
を
呼
び
覚
ま
す
も
の
、
涙
を
誘
う
も

の
、
多
彩
に
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
日
本

語
訳
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
映
像
だ
け
で
も

ス
ト
ー
リ
ー
が
よ
く
分
か
る
の
が
ヤ
ス
ミ
ン
監

督
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
今
で
もYouTube

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ヤ
ス
ミ

ン
監
督
の
映
画
は
言
葉
を
越
え
、
国
境
も
越

え
る
。
オ
ッ
ド
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
も
ま
た
、
物
語

で
メッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
を
ミ
ッ
ション
に
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
料
理
レ
シ
ピ
集
を 

絶
賛
製
作
中
！

古
川 

音　

　
「
マ
レ
ー
シ
ア
人
に
故
郷
の
味
を
学
ぶ
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
７
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
た
マ

レ
ー
シ
ア
料
理
教
室
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シェ
フ
で

あ
る
ア
ス
リ
さ
ん
、
チ
ャ
ー
さ
ん
を
中
心
に
先

生
を
お
願
い
し
、
家
庭
料
理
か
ら
屋
台
飯
、

地
域
限
定
の
味
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー

を
学
び
ま
し
た
。
今
、レ
シ
ピ
を
ま
と
め
た
クッ

ク
ブ
ッ
ク
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す

が
、
こ
の
7
年
間
の
体
験
が
次
々
に
よ
み
が
え

り
、
私
は
こ
の
料
理
教
室
で
、
ご
は
ん
の
魅

力
に“
憑
り
つ
か
れ
た
”（
変
な
言
い
方
で
す
が
、

こ
の
言
葉
が
今
は
し
っ
く
り
き
ま
す
、
笑
）
ん

だ
、
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

能
と
は
か
け
離
れ
た
分
野
で
す
。
専
門
が
違
い

過
ぎ
て
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
分

野
で
も
勉
強
を
重
ね
、
経
験
を
積
む
う
ち
に

楽
し
さ
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
通

訳
の
仕
事
の
根
底
に
あ
る
の
が
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
文
化
を
言
語
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
を
通

し
て
知
っ
て
い
る
と
い
う
強
み
。
人
と
人
を
つ

な
ぐ
仕
事
で
す
か
ら
、
生
活
習
慣
、
食
文
化

な
ど
様
々
な
側
面
を
含
め
て
対
応
で
き
る
仕

事
を
こ
れ
か
ら
も
手
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
。

シ
ネ
マ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

髙
塚 

利
恵　

　

今
年
の
夏
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
も
顔
負
け
の
暑

い
日
々
が
続
い
た
毎
日
で
し
た
が
、
よ
う
や
く

朝
晩
、
秋
風
を
思
わ
せ
る
爽
や
か
な
風
が
吹

く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
7
年
前
に

自
主
映
画
の
撮
影
の
た
め
に
始
め
て
訪
れ
た

マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
プ
ー
ル
は
、
朝

晩
は
天
井
で
回
る
大
き
な
フ
ァン
が
あ
れ
ば
十

分
過
ご
し
や
す
く
、
日
に
よ
っ
て
は
長
袖
が
必

要
な
く
ら
い
。
で
も
日
中
は
そ
う
は
い
き
ま
せ

ん
。
じ
り
じ
り
と
射
す
太
陽
を
眩
し
そ
う
に

目
を
細
め
な
が
ら
歩
く
人
々
。
湿
度
感
じ
る

東
南
ア
ジ
ア
の
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
風
景
で

す
。
映
像
制
作
を
手
が
け
て
い
る
私
か
ら
す
る

と
、
こ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
貴
重
で
す
。
日
本

で
は
絶
対
に
表
現
で
き
な
い
ワ
ン
シ
ー
ン
が
撮

れ
る
の
で
す
。
ひ
と
つ
は
光
量
の
差
。
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
の
強
い
美
し
い
映
像
が
撮
れ
る
の
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
こ
の
太
陽
の
お
か
げ
で
す
。
そ

し
て
も
う
一
つ
は
雑
然
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の

美
し
さ
は
整
然
の
中
に
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

美
し
さ
は
雑
然
の
中
に
あ
る
、
そ
ん
な
感
想

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
オ
ッ
ド
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
に
と
っ
て
マ

　
ア
ス
リ
さ
ん
は
、
日
本
に
来
て
か
ら
料
理
の

仕
事
を
開
始
。
そ
の
と
き
、
お
母
さ
ん
は
す

で
に
天
国
で
、
料
理
を
教
わ
っ
た
こ
と
は
一
度

も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
お
母
さ
ん
の
味
が

再
現
で
き
る
と
い
い
ま
す
。「
僕
は
10
人
兄
弟

の
末
っ
子
で
甘
え
ん
坊
。
お
母
さ
ん
が
大
好

き
だ
っ
た
か
ら
、
台
所
で
料
理
を
す
る
お
母
さ

ん
と
ず
っ
と
一
緒
に
い
た
ん
だ
よ
」。
故
郷
の
味

を
作
る
と
き
、
い
つ
も
お
母
さ
ん
が
近
く
に
い

る
気
が
す
る
、
と
ア
ス
リ
さ
ん
。

　
チ
ャ
ー
さ
ん
は
、
共
働
き
の
両
親
の
も
と
で

育
ち
、
親
戚
の
家
に
よ
く
あ
ず
け
ら
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
家
庭
料
理
を
教
え
て
欲
し
い
、

と
お
願
い
す
る
と
、「
忙
し
い
お
母
さ
ん
だ
っ

た
か
ら
、
も
の
す
ご
く
簡
単
で
、
教
室
で
教

え
る
ほ
ど
で
も
…
…
」
と
。
無
理
に
お
願
い

す
る
と
、
た
し
か
に
超
簡
単
。
で
も
、
そ
の

料
理
の
お
い
し
さ
っ
た
ら
！ 

お
母
さ
ん
が
作

る
料
理
に
、
簡
単
と
か
難
し
い
と
か
、
そ
ん
な

も
の
は
関
係
な
く
、
ど
れ
も
等
し
く
お
い
し

く
て
、
尊
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

ご
は
ん
に
ま
つ
わ
る
す
べ
て
は
、
命
を
つ
む

ぐ
こ
と
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
食
材
の

命
を
つ
な
い
で
、
ひ
と
つ
の
命
に
よ
り
を
か
け

て
強
く
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
だ
か
ら
、

ご
は
ん
の
記
憶
は
、
決
し
て
忘
れ
な
い
。
そ
ん

な
先
生
た
ち
か
ら
学
ん
だ
レ
シ
ピ
を
ま
と
め
た

「
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ッ
ク
ブ
ッ
ク
」。
マ
レ
ー
シ
ア

ご
は
ん
の
会W

eb

よ
り
購
入
可
能
で
す
。
ど

し
ど
し
ご
連
絡
下
さ
い
！

BLOGHati Malaysia メンバーの活動

photo by NgeeJee, design by Jun

筆者と音楽バンド Meruked。Rainforest World Music Festival にて

PETRONAS 
Rich son poor son

PETRONAS 
Merdeka 2002 
Letchumi & Rokiah


